
四
十
六

赤
潮

対
策
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

当
該
年
度
の
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
発
生
し
た
赤
潮
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交

付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。

四
十
七

赤
潮

対
策
に
要
す

る
経
費
が
あ

る
こ
と
。

当
該
年
度
の
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
発
生
し
た
赤
潮
対
策
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交

付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。

四
十
七

再
生

振
替
特
例
債

の
利
子
支
払

額
が
あ
る
こ

と
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
。
以

下
「
健
全
化
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
再
生
振
替
特
例
債
を
発

行
し
た
道
府
県
の
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
再
生
振
替
特
例
債
の
利
子
支
払
額
と
し
て
総
務

大
臣
が
調
査
し
た
額
（
当
該
調
査
し
た
額
が
、
同
一
の
条
件
を
も
つ
て
財
政
融
資
資
金
か
ら

借
り
入
れ
た
場
合
の
借
入
金
に
つ
き
支
払
う
利
子
の
額
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
利
子
の
額

と
す
る
。）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

四
十
八

再
生

振
替
特
例
債

の
利
子
支
払

額
が
あ
る
こ

と
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
。
以

下
「
健
全
化
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
再
生
振
替
特
例
債
を
発

行
し
た
道
府
県
の
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
再
生
振
替
特
例
債
の
利
子
支
払
額
と
し
て
総
務

大
臣
が
調
査
し
た
額
（
当
該
調
査
し
た
額
が
、
同
一
の
条
件
を
も
つ
て
財
政
融
資
資
金
か
ら

借
り
入
れ
た
場
合
の
借
入
金
に
つ
き
支
払
う
利
子
の
額
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
利
子
の
額

と
す
る
。）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

四
十
八

第
三

セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債

の
利
子
支
払

額
が
あ
る
こ

と
。

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
一
項
に
規
定

す
る
地
方
債
（
以
下
「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
第
一
号
か
ら

第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
当
該
年
度
に
お
け
る
利
子
支
払
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
算
額
に
、
第
六
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を
加
え
た
額
又
は
五
〇
〇
、〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。

四
十
九

第
三

セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債

の
利
子
支
払

額
が
あ
る
こ

と
。

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
一
項
に
規
定

す
る
地
方
債
（
以
下
「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
第
一
号
か
ら

第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
当
該
年
度
に
お
け
る
利
子
支
払
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
算
額
に
、
第
六
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を
加
え
た
額
又
は
五
〇
〇
、〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。

一

森
林
整
備
法
人
の
解
散
又
は
当
該
法
人
の
事
業
の
再
生
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て

る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の

一

森
林
整
備
法
人
の
解
散
又
は
当
該
法
人
の
事
業
の
再
生
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て

る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の

二

地
方
道
路
公
社
の
解
散
又
は
当
該
公
社
が
行
う
業
務
の
一
部
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の
の
う
ち
、
有
料
道
路
整

備
資
金
貸
付
を
受
け
て
行
つ
た
事
業
に
係
る
も
の

二

地
方
道
路
公
社
の
解
散
又
は
当
該
公
社
が
行
う
業
務
の
一
部
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の
の
う
ち
、
有
料
道
路
整

備
資
金
貸
付
を
受
け
て
行
つ
た
事
業
に
係
る
も
の

三

土
地
開
発
公
社
の
解
散
又
は
当
該
公
社
が
行
う
業
務
の
一
部
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の
の
う
ち
、
十
年
以
内
に

事
業
化
す
る
土
地
に
係
る
も
の
、
国
又
は
当
該
土
地
開
発
公
社
に
出
資
し
た
地
方
公
共
団

体
以
外
の
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
取
得
し
た
土
地
に
係
る
も
の
及
び
認
可
を
受
け
て
行
う

市
街
地
再
開
発
事
業
又
は
土
地
区
画
整
理
等
の
公
共
事
業
の
た
め
に
取
得
し
た
土
地
に
係

る
も
の

三

土
地
開
発
公
社
の
解
散
又
は
当
該
公
社
が
行
う
業
務
の
一
部
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の

財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の
の
う
ち
、
十
年
以
内
に

事
業
化
す
る
土
地
に
係
る
も
の
、
国
又
は
当
該
土
地
開
発
公
社
に
出
資
し
た
地
方
公
共
団

体
以
外
の
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
取
得
し
た
土
地
に
係
る
も
の
及
び
認
可
を
受
け
て
行
う

市
街
地
再
開
発
事
業
又
は
土
地
区
画
整
理
等
の
公
共
事
業
の
た
め
に
取
得
し
た
土
地
に
係

る
も
の

四

地
方
住
宅
供
給
公
社
の
解
散
又
は
当
該
公
社
の
事
業
の
再
生
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に

充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の
の
う
ち
、
国
の
施
策
に
基
づ
い

て
実
施
し
た
事
業
に
係
る
も
の
及
び
認
可
を
受
け
て
行
う
市
街
地
再
開
発
事
業
又
は
土
地

区
画
整
理
等
の
公
共
事
業
に
係
る
も
の

四

地
方
住
宅
供
給
公
社
の
解
散
又
は
当
該
公
社
の
事
業
の
再
生
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に

充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借
り
入
れ
た
も
の
の
う
ち
、
国
の
施
策
に
基
づ
い

て
実
施
し
た
事
業
に
係
る
も
の
及
び
認
可
を
受
け
て
行
う
市
街
地
再
開
発
事
業
又
は
土
地

区
画
整
理
等
の
公
共
事
業
に
係
る
も
の

五

公
営
企
業
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借

り
入
れ
た
も
の

五

公
営
企
業
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
借

り
入
れ
た
も
の

六

次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
零
と
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
（
公
営
企
業
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成

二
十
六
年
度
以
降
に
借
り
入
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る

当
該
年
度
に
お
け
る
利
子
支
払
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
上
限
と
す
る
。）（
た
だ

し
、
平
成
二
十
八
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
が
十
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
又
は
平
成
二

十
八
年
度
の
将
来
負
担
比
率
が
百
七
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
道
府
県
に
あ
つ

て
は
零
と
す
る
。）

六

次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
零
と
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
（
公
営
企
業
の
廃
止
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
平
成

二
十
六
年
度
以
降
に
借
り
入
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る

当
該
年
度
に
お
け
る
利
子
支
払
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
上
限
と
す
る
。）（
た
だ

し
、
平
成
二
十
七
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
が
十
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
又
は
平
成
二

十
七
年
度
の
将
来
負
担
比
率
が
百
八
十
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
道
府
県
に
あ
つ

て
は
零
と
す
る
。）
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